
令和 ６ 年度（202４ 年度）

小学生すくすくウォッチ 泉大津市の結果概要



令和６年度 小学生すくすくウォッチ
○目的：子どもたち一人ひとりが自らの強みを知り、学びの基盤となる言語能力や読解力、情報活用能力、

問題発見・解決能力等を向上させ、これからの社会を生き抜く力を着実につける。

○実施日：令和６年４月17日～25日 ※期間内で学校が実施日を決定

○対象：小学校、義務教育学校前期課程及び支援学校小学部の第５・６学年

○実施児童数 ５年生： 泉大津市 ５１５人 大阪府 65,070人
６年生： 泉大津市 544人 大阪府 66,036人

○内容：５年生：国語、算数、理科、わくわく問題（教科横断型問題）、アンケート
６年生：理科、わくわく問題（教科横断型問題）、アンケート

○児童への資料「ウォッチシート（個人票）」の提供
【記載内容】
・アンケート結果からわかる児童一人ひとりのよいところ
・各教科とわくわく問題（教科横断型問題）の解答状況から見られる、児童一人ひとりのよいところ
・各教科とわくわく問題（教科横断型問題）のすべての問題について、児童一人ひとりの正答状況と
それに合わせたアドバイス



教科に関する調査結果



【5年生 国語】

良好
・文を正しく理解し読み指示語の示す内容をとらえること
・修飾語と被修飾語の関係をとらえること

課題
・主語と述語の関係に注意して述語の部分を正しく書くこと
・文と文の意味のつながりを考えながら適切な表現を使っ
て一文で書くこと

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 12.6問 / 1７問 73.9％ 4.7％

大阪府（公立） 12.5問 / 1７問 73.4％ 5.2％

＜正答数分布グラフ＞
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【5年生 算数】

課題
・ 問題を読み取り、条件に合わせて、図形の面積を求める式を
立てること
・ 円と長方形の性質のちがいに着目し、算数で使われる用語を
使って説明すること
・ある量の何倍かを表すのに小数を用いることを理解し、図や
式を用いて、ある二つの数量の関係を参考に別の二つの数量
の関係を説明すること

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 2.4問 / ７問 33.8％ 4.7％

大阪府（公立） 2.6問 / ７問 36.7％ 5.2％

＜正答数分布グラフ＞
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データの活用 40.6 44.6

知識・技能 39.4 42.5

思考・判断・表現 29.7 32.2
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大阪の小学生が特に苦手としている領域を中心に出題されている。



具体的な問題例
大問１（４） 円と長方形の性質に着目し、その違いをもとにして説明する。

市・府で、一番正答率の低かった問題
泉大津市 13.0％（大阪府 15.8％）

無解答率
泉大津市 10.7％（大阪府 16.3％）

反応率

（％）
正答

(正答の条件)

次の①、②を書いている

①　かごまでの距離が同じであること　（半径に言及しているものも含む）

②　線の上のどこからスタートしても同じであること

1 ①、②を記述しているもの 13.0 ◎

2 ①を記述しているもの 9.3

3 ②を記述しているもの 19.8

4 円の半径について記述しているが、①、②を記述していないもの 5.6

9 上記以外の解答 41.6

0 無解答 10.7

（４）

解答類型（抜粋）



【5年生 理科】

良好
・日光の集め方であたたかさが変化することや、水を熱して沸
き立つ状態となることの名称、さらに磁石の引き付ける力と対象
物との距離の関係について理解すること
課題
・磁石に引き付けられる物と引き付けられない物があることを理
解し、身の回りの物を分類すること
・方位磁針の性質から地球の磁場について考えて、書き表すこと

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 6.7問 / 11問 60.8％ 3.8％

大阪府（公立） 6.8問 / 11問 61.9％ 4.4％

＜正答数分布グラフ＞
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知識・技能 65.9 67.3

思考・判断・表現 51.9 52.5
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大阪の小学生が特に苦手としている領域を中心に出題されている。
大問１は５・６年共通。



【６年生 理科】

良好
・日光の集め方であたたかさが変化することや、水を熱して沸
き立つ状態となることの名称、さらに骨と骨のつなぎ目の名称
について理解すること
課題
・太陽の沈む方角について理解すること
・電磁石の磁力を強くする方法について考えて、書き表すこと

平均正答数 平均正答率 無解答率

泉大津市 7.2問 / 11問 65.7％ 1.9％

大阪府（公立） 7.0問 / 11問 63.7％ 2.5％

＜正答数分布グラフ＞
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大阪の小学生が特に苦手としている領域を中心に出題されている。
大問１は５・６年共通。



わくわく問題（教科横断型問題）
に関する調査結果



５・６年共通の問題で実施

５年 大阪府 ６年 大阪府

Ａ　図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、正しくとらえる。 59.1 60.5 68.6 70.7

Ｂ　図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに

　　論理的に考える。
50.8 50.4 61.8 62.5

Ｃ　図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに

　　新たな課題を考える。
64.2 62.8 75.9 74.6

Ｄ　図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、それをもとに

　　自分の考えをまとめ、伝える。
71.0 68.8 82.0 79.7

Ｅ　興味・関心のある事がらについて、意欲的に工夫して相手に伝える。 84.4 80.7 94.1 89.9

文章から読み取る 61.5 61.1 71.6 71.8

会話から読み取る 51.3 51.6 61.0 62.1

図や表から読み取る 55.2 54.6 65.7 65.7

資料の情報を整理して伝える 56.3 56.5 65.9 66.8

自身で考えたことを伝える 71.0 68.8 82.0 79.7

理由や根拠を明確にして伝える 64.2 62.8 75.9 74.6

出

題

内

容
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伝える

問題をとらえる
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読み取り、その内容を示
したイラストとして適切
なものを選ぶこと
・資料の内容をまとめた
文章の正誤を判断する
こと
・自由な発想で自分の考
えや思いをかくこと

課題
・表や文章などの資料と
会話文とを関連付けて
論理的に考えること
・会話と図やフローチャー
トから与えられた情報を
理解して、その内容を関
連付けて考えること
・複数の資料から内容を
整理するときに、共通点
を正確に見つけ出し記
述すること



具体的な問題例
大問１（１） １つの資料から内容を読み取り、その内容を示したイラストとして適切なものを選ぶ

泉大津市 73.8％
（大阪府 74.8％）

１つの資料から内容を読み取り、その内容を示したイラスト
として適切なものを選ぶことはできている。



具体的な問題例
大問３（３） 自由な発想で自分の考えや思いをかく

泉大津市 89.4％
（大阪府 85.3％）

興味・関心のある事がらについ
て、意欲的に工夫して相手に伝
えることはできている。



具体的な問題例
大問２（２）

会話と図やフローチャートから与えられた情報を理解して、その内容を関連付けて考えること

泉大津市 39.5％
（大阪府 39.7％）

図や表、グラフ、短い文章、会話文等の内容を関連付けて、
それをもとに論理的に考えることについて課題が見られる。



児童アンケート結果



「未来に向かう力」と「好奇心」について

[5年生]
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※「目標に向かって頑張る力」・「人と関わる力」・「気持ちをコントロールする力」の【未来に向かう力】と、【好奇心】の項目の、児童一人ひとりの回答から平均を算出し、その平均を項目の合計で除して百分率で換算した値

泉大津市の子どもたちの全体の傾向として、【未来に向かう力】のうち、「人と関わる力」がほかの力に比べて高いとい
う結果だった。一方、「目標に向かって頑張る力」のうちの「ぶれない心」や「気持ちをコントロールする力」のうちの「落ち
着き」が、他の観点に比べると低い傾向であるという結果だった。また、【好奇心】のうち、「いろいろなことへの興味や関
心」は「自分の疑問に対する答えを求める力」と比べて高いという結果だった。


